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研究分野：科学教育 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学・科学教育 
キーワード：科学教育，教育プログラム開発，学習支援，創造的人材育成，ユビキタス社会 
 
１．研究計画の概要 
 本研究では，ユビキタス技術を用いた複数
の協調学習支援システムを構築し，それらの
システムを有効に活用した『創造的人材の育
成』を可能にするような科学教育プログラム
の開発・評価をするとともに，その成果を受
けて，新しい科学教育のあり方を提案するこ
とを目的としている。 
 具体的には，創造的人材に求められる資質
能力領域として，「科学的議論・論述能力」
「科学概念統合能力」「科学的観察・情報活
用能力」「科学的推論・問題解決能力」の4
領域を設定し，それぞれの領域に対応させて，
従来から高い評価を得ている4つのITシステ
ム（Knowledge Forum, 再構成型コンセプト
マップ，clippicKids, CarettaKids）や新規
開発のデジタル運勢ライン等を活用した新
しいタイプの授業を実験校（神戸大学発達科
学部附属住吉小・中学校）に導入し，具体的
な実証実験を行う。また，その成果に基づい
て，新しい科学教育プログラムの目的・目標，
内容，方法，評価のあり方を提案し，さらに，
それらの一部を教師教育プログラムとして
利用できる形にまとめる。 
  
２．研究の進捗状況 
 現在までの研究の進捗状況は，以下の通り
である。  
（1）「科学的議論・論述能力」グループでは，
電子掲示板型システムである Knowledge 
Forum を取り上げ，小学校の理科における総
合的な分野の「原子力問題」，化学分野の「燃
焼の 3要素原理」等に特化したシステムの開
発と授業デザイン及び評価を行った。 
（2）「科学概念統合能力」グループは，再構

成型コンセプトマップ作成ソフトウェア「あ
んどう君」を中学校理科に導入して，「運動
とエネルギー」等の実験授業に取り組むとと
もに，システムの改良版として，リフレクシ
ョン機能を強化した新「あんどう君」を完成
させ，小学校理科の「生命の誕生」「水溶液」
「磁石」等の授業デザインと評価に取り組ん
できた。また，デジタル運勢ラインシステム
を新たに開発し，その授業デザインと評価を
行ってきた。 
（3）「科学的観察・情報活用能力」グループ
は，ケータイ端末と Web ページで構成された
科学的観察を支援するシステムである
clippicKids を改良するとともに，授業とし
ては，小学校低学年における科学的観察能力
の育成を目差し，学校と家庭の連携をベース
とする科学的学習のデザインと評価に取り
組んできた。 
（4）「科学的推論・問題解決能力」グループ
は，センシングボードと PDA を統合したシミ
ュレーション・システムの CarettaKids を使
用して，低炭素・低公害社会を目指した環境
問題学習の授業デザインと評価を行った。 
（5）（1）〜（4）の研究成果を統合し，IT シ
ステムを有効に活用した『創造的人材の育
成』を可能にする科学教育プログラムの要件
の明確化への取り組みを検討中である。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 本研究は，研究全体をコーディネート・評
価するグループと「科学的議論・論述能力」
「科学概念統合能力」「科学的観察・情報活
用能力」「科学的推論・問題解決能力」の 4
つの開発・実践グループの緊密な連携に基づ
いて実施されている。現在まで，これらの相
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互協力関係は円滑に機能し，さらに実験校の
継続的な協力も有り，3 年間の開発・実践の
成果は，以下の 5に示すように十分に蓄積さ
れてきている。最終年度の本年度には，未完
部分の補足的な研究を遂行するとともに，全
体総括及び成果発表への注力をする段階に
到達している。これらのことから，「おおむ
ね順調」と自己評価するものである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度である 2009 年度は，初年度から
第 3年度までにおいて策定してきた研究枠組
みに即して，各開発・実践グループが研究成
果を体系化するとともに，全体での統合化を
目指す予定である。一部，授業開発も継続す
るが，これまでの研究成果を公表していくこ
とにも重点を置く。具体的には，以下の通り
である。 
（1）「科学的議論・論述能力」グループは，
電子掲示板型システムである Knowledge 
Forum を取り上げ，その授業デザインの体系
化に取り組む。 
（2）「科学概念統合能力」グループは，知識
マップ型システムである再構成型コンセプ
トマップ作成ソフトウェア「あんどう君」の
改良版について，そのリフレクションに特化
した授業デザインの確立を目指す。また，デ
ジタル運勢ラインシステムは，システム自体
の改良を行うとともに，授業事例数も少ない
ので，さらに継続的に追加実践を行う。 
（3）「科学的観察・情報活用能力」グループ
は，モバイル型システムの clippicKids を利
用した授業の分析と評価をすすめる。 
（4）「科学的推論・問題解決能力」グループ
は，センシングボードと PDA を統合したシミ
ュレーション・システムの CarettaKids を使
用した授業デザインの評価をまとめる。 
（5）各グループでは，最終年度として，こ
れまでの研究を踏まえるとともに，実験協力
校である神戸大学の附属校との連携に基づ
いて（理科，生活科担当教員），授業デザイ
ンを体系化・統合化するための協議を行い，
それらを実践可能な形にまで洗練させる。ま
た，その過程の中で，教師教育にとって利用
可能な素材を選定し，そのプログラム化への
検討を進める。 
（6）研究成果の発表については，例えば，
国内では，日本科学教育学会年会（同志社女
子大学・京都），海外では，ED-MEDIA2009（ア
メリカ），ICCE2009(香港)等で発表する。ま
た，これらの学会発表，国際会議の成果をま
とめて，学術論文を作成する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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